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平和憲法を守る会

第85回平和憲法を守る神奈川県民集会開催
かながわ平和憲法を守る会は、２月４日に「紀元

節」復活＝「建国記念の日」に反対し、改めて「皇

民」化教育を問う第85回平和憲法を守る神奈川県民

集会を開催した。「戦争は教室から始まる『元軍国

少女』北村小夜が語る」と題して、北村小夜さんを

講師に開催した。北村さんは、自分が受けた戦前の

教育の実例をあげながら、今の教育の状況をしっか

りと捉え、今頑張らなければという想いを語った。天皇制護持・賛美の「君が代」

が、解説をごまかしながら、今は全ての教科書に「君が代」がのり、各学年で指導

することになっている問題を指摘した。また、当時の教室の写真から、軍国少女が

いかに作られたかをていねいに説明、修身が「道徳」となり、教科化を通して算数

で「道徳」の関連を示すような教科書会社の例から、教育活動全分野で「道徳」教

育が教室で展開されていると問題提起した。戦前は、唱歌(音楽)が修身(道徳)の手

段であったが、今も同じ状況であるとし、共通教材として文部省唱歌が入れられ、

軍国主義そのものの「われは海の子」は、歌詞を３番までにすることで、その本質

を隠している。戦前の唱歌は、「となえうた」であり、修身の手段であった。そし

て、修身で習ったことを国語で繰り返したどり、さら

に唱歌で歌った。教育勅語の本質も明らかにし、今の

教室の状況が、戦前と同様になってきたとその危険性

を訴えた。97歳になる北村さんは、反天皇制・反戦こ

そが、民主教育の基本であるとした。北村さんの生き

方から元気をもらい、民主主義を教室から取りもどす

ことの必要性を確認した集会であった。

第2７回かながわ平和憲法を守る会総会

第8６回平和憲法を守る 神奈川県民集会
日時 ５月２１日(日)1３時半 ～ 13時15分開場

場所 県民センター１５０１

講師 呉東正彦 (弁護士・本会代表委員)

「どこにも基地はいらない～米軍基地の増強・強化にどう抗するか！」

「平和憲法を守る会」
ニュースＮｏ155 ２０２３. ３.１１発行
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今春 横浜ノースドックに米軍新部隊を常駐！
横浜港の米軍輸送基地「横浜ノースドック」

(神奈川区)に今年春ごろ揚陸艇部隊を新たに配備

することが決まった。この米軍基地は都心臨海部

にあり、横浜駅やみなとみらい地区など中心市街

地に近く、突然の頭ごなしの決定に不安や怒り、

配備中止など様ざまな声が上がっている。

新部隊の配備は今年１月12日、日米の外務・防衛担当閣僚による安全保障協議委

員会(２プラス２)で合意したということだが、日米の政府間だけで決め、県や横浜

市には事後報告だった。頭ごなしのこの暴挙は地方自治も市民も無視したもので決

して認められせん。

県が防衛省から受けた説明では「米陸軍が今年春ごろ、13隻280人の小型揚陸艇部

隊を新たに編成する。随時派遣されていた人員が常時配置されることになる」と言

うことで、基地の返還どころか強化されることになる。

運河を隔ててノースドックに隣接するエリアは臨海部再開発により高層マンショ

ンなどが林立、住居人口も増えつつあって、横浜市、市議会、神奈川県もこの基地

返還を訴え続けてきた経過がある。

現在、米・中間の緊張が高まっているが、わが国と中国は歴史、文化、経済など

深い関係にある。中国をターゲットにした米軍揚陸艇編隊のノースドック配備は、

日中間の友好の妨げることは明らかだ。ノースドックに限らず米軍基地を強化して、

中国との対立を煽るのでなく、米中間の融和にこそ努めるベきだ。日米軍事同盟を

強化し、未曽有の軍事費拡大を進める岸田牧権は、もはや国民の暮らしも平和も破

壊する存在になっている。

山中横浜市長は、１月13日の記者会見で「新たに部隊をつくるのは基地の恒久化

につながる恐れがある」と遺憾を表明し、防衛省に情報提供などの要望書を出した。

２月４日現在、回答はない、ことを横浜市基地対策課に確認した。なお黒岩県知事

は、当該部隊配備をやむなしと容認の立場を明らかにした。

２月18日の夕方から22日の午前中にかけては、横浜ノースドックには高速輸送艦

グアムが那覇軍港から来港していたが、本日は二隻の音響測定艦と三隻の陸軍小型

揚陸艦(後ろにマストが見えていたので、四隻かも)が確認できた。先日には一隻し

か確認できなかったので、いづれにせよ活発に動き回っているものと思われる。

２月１日には陸軍揚陸艇フォート・マクヘンリー

（FORT MCHENRY LCU 2020）が横浜ノースドックを出港

し、２月６日に那覇軍港に入港している。カラボザ

（CALABOZA LCU 2009）も２月27日の朝、横浜を出港し

ており、本日も一隻が何らかの作業をしていた。
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軍拡と増税に突き進む岸田内閣
政府は12月16日「敵基地攻撃能力」の保有と軍

事費の倍増等を柱とした「国家安全保障戦略」

「国家防衛戦略(従来の防衛大綱)」及び「防衛力

整備計画(従来の中期防)」の防衛３文書を閣議決

定した。既に以前から兵器の長射程化や事実上の

空母の建造など、今回の防衛３文書を先取りする

ような既成事実の積み上げはあったし、６月７日

に閣議決定された「骨太の方針」でも、防衛力の

抜本的な強化が盛り込まれている。これは歴代内

閣自身がこれまで「国是」としてきた「専守防衛」を大きく踏み外し、憲法はもと

より国連憲章をはじめとする国際法にも違反する「先制攻撃」に道を拓くとともに、

その財源調達のために増税まで目論むものであり、断じて認める訳にはいかない。

しかも、戦後日本の「平和国家」としてのあり方を根本的に破壊する防衛政策の

転換を国会閉会中に閣議決定で済ませるなど、手続的にも許されるものではない。

思い起こせば、歴代内閣が一貫して否定してきた集団的自衛権を解禁したのも2014

年７月の閣議決定であったし、その布石として内閣法制局の人事にまで介入してい

る。今回も、会期末の土曜日に本会議を開き、統一教会の被害者「救済」法案を多

くの課題を積み残したまま強行してまで国会を閉じている。しかも、国会での論戦

からは逃げ続ける（主権者への説明責任を放棄する）一方、５月23日のバイデンと

の首脳会談で早々に対米公約している。いつからこの国は無法国家に成り下がって

しまったのか怒りを禁じえない。

しかし、スタンド・オフミサイルのような誘導兵器は偵察衛星で正確な位置を測

定するか相手国に送り込んだ工作員の協力なしには実効性は持ち得ない。したがっ

て、その意味するところは米軍からの情報提供が前提となっているということであ

り、その発射ボタンは米軍に握られていると言っても過言ではない。そして、2015

年の安保法制で集団的自衛権が解禁され米軍との一体化が進む中で「敵基地攻撃能

力」を保有することは、米国と交戦中の国を日本が集団的自衛権に基づき攻撃（相

手国にとっては日本からの先制攻撃）することで全面戦争に突入しかねない事態と

なる。

このような物騒なものがこのタイミングで出されてきた要因の一つとして、昨年

２月のロシアによるウクライナ侵攻がこれまで散々煽ってきた台湾海峡や尖閣の

「脅威」論に火を点けたことがある。昨年７月の参院選で自民党は政策パンフの冒

頭に安保・防衛政策を持ってきたが、これは安倍内閣でもやらなかった（できなか

った）ことである。一方、野党側はと言えば、最大野党の立憲民主党は「生活安全

保障」の柱に「着実な安全保障」を掲げ、具体論として日米の役割分担、サイバー

や情報戦への対応等を盛り込んでいる。これでは与党との違いが見える訳もなく、
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いくら共産党や社民党が軍拡反対を掲げても与野党の

対抗軸として押し上げることができなかった。その結

果、自民党は安定多数を確保するとともに、世論も

「防衛力の強化」に一定の支持を与えている。

とはいえ、「専守防衛」の枠を突破する構想は今に

始まったことではない。2013年の国家安全保障戦略で

は「積極的平和主義」、2010年の防衛大綱では「動的

防衛力」として登場してくるが、更に遡れば2007年の経団連「御手洗ビジョン」に

まで行きつく。つまり、この背景には在外権益確保のため世界中に軍隊を展開した

いという多国籍化した財界の永年にわたる要求があると見ておかなければならない。

そして、この大軍拡の財源として、実施時期は先送りとしたものの公然と増税が

持ち出されているし、当面は公債を増発するとも言われている。震災復興増税の多

目的への転用は被災者を冒涜するものである上、法人税分をさっさとやめてしまっ

たこととの辻褄も合わない。また、建設公債（４条公債）の対象に防衛費を加える

のも無理がある。なぜなら、建設公債とは耐用年数の長いものについて世代間の負

担の公平を図るのが趣旨であって、壊し・壊されることが前提の兵器や軍事施設に

は馴染まないからである。さりとて、赤字公債はと言えば、近衛内閣時の「時局収

拾」までを１会計年度とし財源は戦時公債で賄うという臨時軍事費特別会計諸法の

過ちを繰り返す訳にはいかない。また、世界一の軍事大国である米国は、健康保険

は大半が民間任せ、年金も原則的には国庫負担がないということや、防衛費の対Ｇ

ＤＰ比の引き合いに出される欧州諸国の消費税率は20％前後であることも指摘して

おかなければならない。

ところで、ウクライナ侵攻等で防衛力強化に反対しづらい風潮があることは先述

したが、各種世論調査を注意深く読むと、防衛予算増への賛成自体は増えているも

のの、社会保障費をはじめ生活関連予算の削減には反対論も根強い。つまり「侵略

されるのは怖いが、他の予算を削ってまでの軍拡には躊躇する」というところで世

論は揺れているのであり、ここに私たちが対抗していくための手がかりがある。

防衛３文書は閣議決定されたが、私たち主権者が大きな声をあげ、院内の闘いと

結び付けていけば、軍拡予算に歯止めをかけ、やがて閣議決定そのものを覆すこと

も可能である。市民と野党の共闘を再構築し、全国的に主権者が意思表示する最大

の機会である統一自治体選挙で岸田軍拡にノーを突き付けていくことが目下の最大

の急務である。

憲法は決して無力ではない。侵略は突然起こるものではなく長い対立の帰結であ

るから、原因となる対立を解消する努力をすることで「万一」を防ぐことはできる。

憲法は誰も万一にも攻めてこないようなアジアを築くことを政府に義務付けている

のである。

小川良則(幹事・憲法９条を壊すな！実行委員会)
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各地の市民運動から(紹介）
【野本三吉さん講演会開かれる】

野本三吉さんの講演会が12月11日、金沢地区

センターで、住民自治を実現する金沢区民の会

の主催で開催された。テーマは「子どもの生き

づらさについて」。野本さんの１時間講演を受

け、地域で「子ども食堂」「学習支援」「子ど

もの居場所作り」をしている方、民生委員・主

任児童委員をしている方から積極的に報告と野

本さんへの質問が出された。又、野本さんから、金沢区で出来ることも提起された。

野本さんは、「小学校に上がったら、18か19の代用教員村山とみ子さんが『憲法

が一番大事で、特に３つのことがあります。ひとつは憲法９条です。これからは戦

争しません。話し合いで決めます』。席の並び方どうしますか？と聞いたら『みん

なで話し合って決めなさい』。ワイワイガヤガヤ言いながら決めた。『次が憲法25

条生存権です。誰でも困った時、みんなで助け合って、それでもダメな時は地方自

治体と国が健康で文化的な生活が誰でも出来るようにします。これを、最後は国が

保障します』。『３つ目が26条教育を受ける権利です。これからは世の中の事、世

界のことを知らないと人間は騙されてしまう。だからこれから勉強しましょう。勉

強したい人は無料で学校に行けます。義務教育は無料です。もっと勉強したい人も

これの延長ですから、好きな勉強をしなさいね』と言うのです。これはその当時夢

だった。当時、皆、貧乏なんだけれども、明るい希望が出てきた。これからはやり

たいことをやればいいんだ。と育ってきた、だから、保守政治家でも、『絶対戦争

だけはだめだ。憲法９条は守る』と言っていた政治家はいた。その人たちが第一線

から退いた結果、今の状態になってきた。そういうことです」と語った。

野本さんは、「今は憲法が変えられようとしている時代。軍備は持たないと言っ

ていたのが、現在では43兆円など信じられないお金を軍備に使おうという時代にな

った。人を殺すためだけにしか使わないのだから、沖縄にいたが、基地を沢山造っ

ている。今回も、呼ばれて宮古島に行くが、泣きたくなってしまう。基地を造って

いる。皆さん、逃げるためのの船もないと言って泣いている。今日は、子どものこ

とを中心にお話をします」とし、「子どもたちが生きていくうえで、成長するうえ

で大事なことは何か？を考えてみた。子どもという時代はどういう時代か？大人に

なるうえでの準備期間。人間にとって成長するうえで、一番大事なものをみんな手

に入れなくてはならない。マルローは『自分がやりたいと思ったことはやってしま

うことが大事だ。スイカを持って来てしまう。これは悪いことですが、やりたいと

思ったら先ずやってしまうくらいの冒険力、挑戦力をもつこと。どうしても出来な
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い時は、我慢して、時期が来るまで待ち、時期が来たらちゃんとやる。やれないな

ら、やれる状況を作ってからやる。挑戦力（冒険力）、自立力（立ちあがっていく

力）、が大事』。それはどうやって出来るか？80歳までの私からみると、これは経

験です。体験をしないと人間は学べない。とこ

ろが戦後教育は教え続けたのです。私も４年程

小学校教員をしたが、教員は教えたくなってし

まう。それでは体に伝わってない。人間が分か

ると言うことは、体中で、心も含めて分かると

言うことが、ああ分かった。こうなんだという

体験・経験をしないとダメなんです。昔は家で、

子どもにお手伝いをさせていた。雑巾がけ、お

米とぎ、ニワトリにエサをやったり、草を刈ったり、色々なことをやった。主任児

童委員を作ったが、なり手がいない。情報を得るために、お菓子屋さんなどに声を

かけておく 地域で人が集まる場所に声をかける。ソーシャルワークは人と人をつ

なぐ人、組織と組織をつなぐ人、こういう人を生活できるお金を出してつくる。国

にコミュニティ・ソーシャルワーカーをつくれと提言してきた。諦めないで、戦争

も止めましょう。沖縄では、与那国では、『机の下に隠れなさい』。まさに、時代

錯誤です。子どもたちが戦争連れていかれる時に『ダメ』と言いましょう。小さな

ことから続けましょう」と語った。

「憲法変えられたら、戦争へ進む。今は、戦争反対と言っても憲法があるから、

犯罪とならない。若い政治家と話した時、『やられる前に先にやっつけちゃえ』と

言う。その政治家は自身、本当に軍隊行くのか。少しでも戦争知っている人はそう

はならない。ネルソンさんの講演は涙が止まらなかった。『KILL、KILL』と教えら

れ、殺せと言われたが撃てず、捕まった。それで、兵隊辞めた。日本へ来て、平和

講演して廻った。ネルソン基金（ベトナムへ）一人一人の命を大切にすること」と

訴えた。

Ａさんは、「30年民間で勤めた後、精神障碍者を支援する法人で働いた。その時

感じたのは、行政、社会福祉法人、皆さんのようなボランティアでやっている所に

たどり着かない人が多い。行政に行ってもDVはあちら、児童虐待は、登校拒否はこ

ちらと専門分野に分かれている。私の経験では民生委員はあてにならない。シニア

クラブ、自治会の中に『いつでもいいから相談受けますよ』という人が必要。その

人がつなげる役割をしてくれるなどみんなで支援する体制が必要。コミュニティ：

困っている人をみんなで助ける。そのためのネットワークづくりが重要。地域全体

⇒区全体⇒市全体をネットワークしていくことが必要と感じている」と語った。

野本さん、「今、Ａさんが言ったことは重要。金沢区全体で取り組むことが大事。

先ず、金沢区で誰がどこで何をしているか知ることが最初。沖縄でもやりましたが、

マップ作りです。こういう集団がここにある ことをマップ化する。それを皆さん

に伝えていく。沖縄では町内会・自治会に経験のある人が必ずいて、相談に乗って
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いる。沖縄ではコミュニティーワーカーとして認定をされました。月８万円で。皆

さんがやって欲しい人を推薦して決めている。その人が相談者があると「ここに行

きなさい」と指示し、結果を聞いて、ダメなら、次の所を紹介する。そうした流れ

を作るのに、今日は大事な日だと思います。こうした会議を金沢区全体で１回か２

回開いて頂いて、子育て悩んでいるご家庭を支える運動を造りましょう。行政の課

長さん、係長さんなどや社協の方、民生委員の方も入って頂く。民生委員は本来コ

ミュニティーワーカーなんです。今は名誉職になっていますが、知識のある人をお

金も出して、みんなが推薦して行政が認定してなってもらう。地域の総合相談員を

つくる。金沢区に10人そういう人ができれば、一気に変わります。そういう人が集

まって、情報交換・共有・研修を行っていけば変わります。そういう知恵をお互い

出し合いやりましょう」と答えた。

金沢区民の会としても、関係者に会い、何が出来るか、継続的に活動をすること

を意思統一した。又、大変子どもに影響が出そうな「こども基本法」が５月１日に

施行される。子ども家庭庁にこども政策推進会議が設置され、市町村にその施策の

推進が求められる。横浜市にも「条例」が出来て実施され

る。野本さんの問題提起を受け、区民の会としても、調査研

究し、地に足が着いた活動をめざす。《吉田》

【ピースフェスティバル２０２３in大和・綾瀬】

２月２日～５日まで、大和のシリウス１階ギャラリーでピ

ースフェスティバル2023が行われた。絵画展「韓国、朝鮮、

中国、日本のともだち展」、パネル展「南西諸島で起きてい

ること」、「オスプレイの飛行について考える」。４日間で

300人を超える参加者を集めた。《Ｓ》

【前田共同副代表が、軍拡やめろ!軍事費特措法廃案!など求め、

議員会館前で横断幕を掲げてスピーチ！1300人の市民らが集結!】

「平和を求め軍拡を許さない女たちの会」は、昨年12月に閣議決定した敵基地攻

撃能力(反撃能力)の保有や防衛費倍増を明記した安保関連三文書に反対する集会を

２／８に、東京・永田町の衆院第２議員会館で開いた。

前田副代表は、「今年創立121周年を迎える、世界で一番歴史の長い女性医師の会、

日本女医会会長の前田佳子です。１月からは「軍拡より生活」を合言葉に「平和を

求め軍拡を許さない女たちの会」としても活動をしています。チェンジオルグで署

名をお願いしており、現在7万８千筆以上の賛同をいただいています。署名がまだの

方は是非ともご協力よろしくお願いいたします。」と語った。

衆議院第二会館で記者会見を行い、各政党の代表に７万４千筆の署名と署名をし

た人のコメントを渡した。社民党、共産党ではこの要望を踏まえた発信をすると約

束。

岸田政権は、安保三文書の改訂に加え、５年で43兆円、GDP比２％という防衛費の
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増額を打ち出した。この大軍拡は憲法9条

に違反しており、もはや安倍さんが目指

していた改憲と何ら変わらない状態にな

っている。今や改憲をしなくても解釈の

変更で改憲と同じような状態になってし

まうということに、ガッカリするととも

に怒りを感じる。

国の１年の予算の財布は１つしかない。防衛費を増やすとなれば他の予算を減ら

さなければならない。私たちに大切な医療費が含まれる社会保障費や教育費なども

減らされる可能性がある。物価が上がり、給料は上がらず、沢山の人が苦しい思い

をしているのに、軍事にお金をつぎ込むことは決して許されない。

「平和を求め軍拡を許さない女たちの会」は、①軍事費GDP比２％を撤回すること、

②、歯止めなき軍拡を押し進めることをやめ、女性や子ども、若者や社会的弱者の

目線に立った政策を進めることの２点を強く求めてる。

さあ皆さんも「軍拡より生活」で連帯していきましょう！ 《杉山》

【神田香織講談「はだしのゲン」】

広島市の「平和ノート」から「はだしのゲン」の削除が中国新聞で報じられたの

が２月16日。『はだしのゲン』排除に対して、広島の市民だけではなく、全国から

の驚きや抗議の声があがった。３月４日に広島弁護士会館で、緊急に講談師神田香

織さんの講談『はだしのゲン』を開催、120名が参加した・

神田香織師匠の「はだしのゲン」に圧倒された。目の前にゲンがや家族が現れて

いるように感じられ、ゲンの持つ力・魅力を再認識する機会となった。ゲンとほぼ

同じ年代で被爆しした豊永さんが自らの被爆体験を語り、削除撤回への願いが語ら

れた。

開示された議事録から、検証委員会では削除となっていないのに、改定委員会で

事務局から「改定ありき」の案が出されていたことが報告され

た。削除撤回には、削除となった経緯の瑕疵を明らかにすること

と、「おかしい」という世論の盛り上がりの２つが必要だ。その

ため、「ネット署名」に更なる力をいれていくことを確認した。

ネット署名 ヒロシマの心『はだしのゲン』を「平和ノート」か

ら削除しないで 《Ｏ》
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